
　
　
　

・
都
市
環
境
分
科
会

　
　

15
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　

・�

第
五
次
座
間
市
総
合
計
画

特
別
委
員
会

　
　

17
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

23
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

25
・�

第
五
次
座
間
市
総
合
計
画

特
別
委
員
会

　
　

28
・�

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
第
１
回

定
例
会
…
藤
沢
市

　
　

29
・�

高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会

４
／
21
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

22
・�

神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

第
２
０
８
回
定
例
会
…
座

間
市

　
　

26
・�

大
分
県
別
府
市
議
会
視
察

来
訪

　
　

27
・�

関
東
市
議
会
議
長
会
第
88

回
定
期
総
会
…
千
葉
県

柏
市

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
泡
消
火
剤
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、発
が

ん
性
等
が
指
摘
さ
れ
、日
本
で
は

輸
入
と
製
造
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
省
が
定
め
る
暫
定
指
針
値
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
計
値

で
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
２
０

２
１
年
に
、
本
市
の
第
３
水
源
か

ら
暫
定
指
針
値
を
超
え
た
数
値
が

検
出
さ
れ
、
取
水
を
一
時
的
に
停

止
し
た
こ
と
で
、
２
０
２
２
年
度

は
県
水
の
受
水
費
が
約
２
６
０
０

万
円
増
え
ま
す
。
沖
縄
で
は
米
軍

基
地
周
辺
か
ら
高
濃
度
の
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
が
検
出
さ
れ
、
消
火

剤
を
含
ん
だ
水
が
タ
ン
ク
か
ら
漏

れ
出
し
た
事
故
が
原
因
と
見
ら
れ

て
い
ま
す
。米
軍
三
沢
基
地
で
は
、

基
地
内
の
消
火
シ
ス
テ
ム
か
ら
消

火
用
水
が
流
出
し
、
基
地
の
外
で

暫
定
指
針
値
の
２
倍
の
数
値
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
米
軍
基
地
周
辺

で
暫
定
指
針
値
を
超
え
る
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
が
検
出
さ
れ
る
原
因

を
分
析
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ

ン
プ
座
間
で
の
泡
消
火
剤
な
ど
の

使
用
実
態
と
水
質
汚
染
の
問
題
を

調
査
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

市
長
室
長　

有
機
フ
ッ
素
化
合

物
に
つ
い
て
、
防
衛
省
南
関
東
防

衛
局
を
通
じ
て
米
軍
に
確
認
を
行

い
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
の
保
有

状
況
や
過
去
の
使
用
実
績
に
つ
い

て
回
答
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

小
学
校
新
１
年
生
は
、
幼
稚
園

や
保
育
園
で
の
生
活
が
終
了
し
た

ば
か
り
の
児
童
で
あ
り
、
本
市
の

支
援
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
海
老
名
市
で
は
、
ク
ッ

キ
ー
や
ラ
イ
ト
な
ど
防
災
グ
ッ
ズ

の
入
っ
た
ミ
ニ
ポ
ー
チ
を
小
学
校

新
１
年
生
に
毎
年
配
布
し
て
お
り
、

小
学
校
に
通
う
６
年
間
使
用
で
き

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学

校
新
１
年
生
が
自
宅
や
学
校
、
通

学
時
に
お
い
て
も
使
用
で
き
る
防

災
グ
ッ
ズ
等
の
配
布
は
、
有
事
の

際
に
、
安
心
・
安
全
の
１
つ
と
し

て
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
新

た
に
義
務
教
育
を
受
け
る
小
学
１

年
生
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長
室
長　

防
災
グ
ッ
ズ
等
の

配
布
は
、
児
童
・
生
徒
の
災
害
へ

の
備
え
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
防

災
意
識
の
啓
発
に
お
い
て
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
防
災
主
管

課
か
ら
小
学
生
へ
防
災
グ
ッ
ズ
等

を
配
布
し
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
配
布
の
効
果
等
も
含
め
て
、

学
校
や
関
係
部
局
と
連
携
し
て
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
様
々
な

教
科
等
の
中
で
防
災
に
関
係
す
る

学
習
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

学
校
新
１
年
生
へ
の
防
災
グ
ッ
ズ

等
の
配
布
は
、
さ
ら
な
る
学
習
展

開
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
関
係
部
局

と
連
携
し
て
、
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

本
市
の
公
立
保
育
園
に
お
け
る

使
用
済
み
紙
お
む
つ
は
、
保
護
者

が
持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
が
、
時
間

が
経
過
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
雑
菌

が
繁
殖
し
て
、
感
染
症
の
リ
ス
ク

は
高
く
な
り
ま
す
。
使
用
済
み
紙

お
む
つ
を
持
ち
帰
る
公
立
保
育
園

は
、
神
奈
川
県
で
は
45
％
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
東
京
23
区
で
は
ゼ

ロ
で
あ
り
、
首
都
圏
全
体
で
持
ち

帰
り
を
さ
せ
て
い
る
自
治
体
は
少

な
い
状
況
で
す
。
本
市
の
保
育
施

設
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
感
染
拡
大
し
て
い
る
今
こ

そ
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
を
な
く
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
子
供
た
ち
を
感
染

症
か
ら
守
る
と
同
時
に
共
働
き
の

家
庭
を
応
援
し
、
さ
ら
に
は
保
育

士
の
心
身
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
で
、
保
育
の
質
も
向
上
す
る
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、

交
付
金
の
対
象
と
な
る
紙
お
む
つ

定
額
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
手
ぶ
ら
登

園
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
が
、
導
入
に
対
す
る
見
解

を
伺
い
ま
す
。

市
長　

感
染
症
全
般
の
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
横
断
的
に
対
策
を
行

い
、
ま
ず
は
待
機
児
童
の
解
消
と

保
育
士
の
確
保
策
を
優
先
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
未
来
部
長　

手
ぶ
ら
登

園
に
つ
い
て
、
一
部
の
保
護
者
の

保
育
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
導

入
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
道
30
号
線
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
過
去
２
回
に
わ
た

っ
て
そ
の
危
険
性
を
指
摘
し
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
２
０

２
２
年
１
月
に
再
び
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
危
険
な
区
間
は
座
間

中
学
校
交
差
点
か
ら
緑
ケ
丘
５
丁

目
地
内
を
通
り
、
入
谷
西
１
丁
目

地
内
に
至
る
区
間
で
す
が
、
今
回

の
事
故
現
場
は
２
０
２
０
年
12

月
の
事
故
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
、

事
業
所
に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
突

入
し
た
事
故
で
す
。
幸
い
に
も
人

身
事
故
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

事
故
現
場
は
通
学
路
で
あ
り
、
も

し
児
童
・
生
徒
の
下
校
時
間
で
あ

っ
た
な
ら
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
態
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
事
故
を
受
け
て
、

当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

都
市
部
長　

市
道
30
号
線
に

つ
い
て
は
、
通
学
路
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
片
側
歩
道
の
箇
所
も
あ

り
、
現
状
で
は
安
全
な
道
路
と
は

言
え
な
い
と
い
う
認
識
で
す
が
、

道
路
南
側
に
歩
道
を
整
備
す
る
た

め
に
は
、
旧
消
防
庁
舎
南
側
の
斜

面
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
現

段
階
で
歩
道
拡
幅
工
事
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
交
通
安
全

対
策
と
し
て
は
、
路
面
よ
り
10
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
盛
り
上
げ

て
、
赤
く
塗
装
し
て
目
立
た
せ
る

ス
ム
ー
ス
横
断
歩
道
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
通
行
車
両
の
速
度
抑
制

や
横
断
歩
道
の
視
認
性
向
上
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
対
策
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
補
正
予
算
で
西

中
学
校
、
ひ
ば
り
が
丘
小
学
校
の

改
修
計
画
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
の
小
・
中
学
校

の
整
備
計
画
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

次
に
、
小
学
校
に
導
入
さ
れ
る
教

科
担
任
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
運
用
す
る
の
か
具
体
的
に
お
示

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
学
校
の

教
職
員
定
数
を
増
や
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

教
科
担
任
制
は
、
小

学
校
高
学
年
に
導
入
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
は
高
学
年
専
科
加

配
と
し
て
市
に
１
名
が
配
置
さ
れ
、

徐
々
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、

全
小
学
校
で
の
実
施
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
教
科
担
任
制
が
導
入

さ
れ
た
学
校
で
は
専
科
指
導
の
対

象
と
す
べ
き
教
科
の
中
か
ら
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
の

教
職
員
定
数
増
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
様
々
な
観
点
か
ら
国
、

県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

教
育
部
長　

令
和
２
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
に
大
規
模
改
修

等
を
行
う
学
校
は
、座
間
小
学
校
、

栗
原
小
学
校
、
相
模
野
小
学
校
、

相
武
台
東
小
学
校
、東
原
小
学
校
、

中
原
小
学
校
、
座
間
中
学
校
、
東

中
学
校
で
す
。
今
後
、
学
校
施
設

適
正
化
方
針
（
仮
称
）
を
策
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
施
設
の
再

整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
公

共
施
設
再
整
備
計
画
の
見
直
し
に

合
わ
せ
て
同
計
画
に
織
り
込
む
よ

う
に
す
る
考
え
で
す
。

第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
で
は
、

施
策
37
に
基
地
対
策
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
本
市
の
目
指
す

姿
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
令

和
５
年
４
月
に
開
始
と
な
る
第
五

次
座
間
市
総
合
計
画
に
先
立
つ
座

間
市
市
政
運
営
指
針
に
お
い
て
は
、

施
策
の
名
称
が
基
地
政
策
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
基
地
対

策
と
い
う
施
策
の
名
称
を
基
地
政

策
へ
変
更
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の

経
緯
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

市
長
室
長　

座
間
市
市
政
運
営

指
針
に
お
い
て
、
施
策
の
名
称
を

基
地
政
策
へ
変
更
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
に
基
地
政
策

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
検
討
を
行
い
、
第
四
次

座
間
市
総
合
計
画
の
終
了
時
に
変

更
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
再
質
問
】　

本
市
議
会
で
は

現
在
、
基
地
に
関
す
る
特
別
委
員

会
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
基

地
に
関
す
る
施
策
の
内
容
に
つ
い

て
、
基
地
政
策
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
る
の
か
、
市
議
会
議
員
の

時
代
か
ら
共
に
議
論
し
て
き
た
市

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

本
市
は
、
昭
和
46
年
に

当
時
の
鹿
野
町
長
が
取
り
交
わ

し
た
国
と
の
覚
書
を
基
に
、
基
地

の
整
理
縮
小
、
返
還
を
基
本
姿
勢

と
し
て
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
市
民
共
通
の
願

い
で
あ
り
、
先
人
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、

私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
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